
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 号 令和 3 年 3 月 24 日 

小値賀の松に吹く風を 

北松西高校校長 井上潤一郎 

 

国語の教員になりたての頃、「松籟（しょうらい）」という言

葉の意味がわからず辞書で調べたのを覚えています。「松の木

に吹く風の音か」と頭に入れて、その後初任の４年を終えて小

値賀島に赴任しました。そこで小値賀の松に吹き渡る風の音を

聞いて、これがかの「松籟」かと得心したというのならば、な

かなかよくできた話なのですが、残念ながらそういう記憶はあ

りません。ところが昨年４月に２度目の赴任が決まり、再び小

値賀で暮らしてみると、この松吹く風の音、つまり、松籟が不

思議と耳に残るようになってきました。風の日に松の木陰にい

ると、ざわざわと独特の響きがまるで何か語りかけているよう

です。松籟は小値賀の音の原風景ではないでしょうか。 

さて、卒業式の式辞で、創立７０周年記念講演の際の嘉藤保

則先生による演題「飲水思源」という語をあげて、卒業生に自

らの源である小値賀を忘れないでほしいという話をしました。

島を離れた卒業生の脳裏に、小値賀の美しい風景とともによみ

がえるのはどういう音でしょうか。波の音にも例えられる松籟

の響きでしょうか。春先鳴き交 

わすうぐいすの声でしょうか。 

あるいは夕刻にひびくフェリー 

いのりの汽笛の音。それともや 

はりなつかしい家族の声でしょ 

うか。他郷の喧噪に疲れたとき、 

記憶の中の音の風景が皆さんの 

心を癒やしてくれることを願っ 

ています。がんばれ卒業生！ 

◆４月の行事予定◆ 

e-mail：hokushounishi-h@news.ed.jp HP：http://www2.news.ed.jp/section/hokushounishi-h/   

高校入試合格発表 
 １７日（水）に令和３年度長崎県後期選抜の合格発表を行いま

した。合格者一覧を掲示すると、番号を確認に来た受検生の皆さ

んの喜ぶ様子が見られました。 

 合格された受検生の皆さん、合格おめでとうございます。皆さ

んの入学を楽しみにしています。 

♫荒磯の松の風強く～ 

 

日 曜 行事予定

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火 新入生物品購入13:00～14:00

7 水

8 木 始業式 新転任式 第69回入学式 PTA入会式

9 金
1年ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ　2年α・3年α春季課題確認
テスト 服装頭髪検査

10 土
1年スタディサポート 3年SPI対策・公務員
模試

11 日

12 月
6コマ日課 3年α春季課題確認テスト
1年・2年朝読開始 自転車点検

13 火 3年朝読開始 (放課後)各種専門委員会

14 水 (放課後)部活動編成

15 木 45分短縮授業 (LHR)任命式・進路調査

16 金 商品開発デー①

17 土

18 日

19 月

20 火
尿検査(1次) 内科検診13:00～ (PM)新体力
テスト・身体測定

21 水 ⑦カット6コマ日課

22 木 45分短縮授業 中央委員会15:40～

23 金 小中高合同歓迎遠足

24 土

25 日

26 月

27 火 歯科検診13:00～

28 水 ノー残業デー

29 木 昭和の日

30 金 商品開発デー②
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１年生 消費者教育 

３月１７日（木）、１年生を対象に長崎県消費生活センターの大坪辰也先生に

消費者教育の授業をしていただきました。前半は、２０２２年４月から成年年齢

が引き下げられることを受け、若者に多い消費者トラブルの事例からトラブルを

未然に防ぐ方法や、対処の方法について学びました。後半は「私たちの未来と SDG

ｓ」をテーマに、まずは SDGｓについて理解するために、動画や映像を交えて紹

介していただきました。また、｢サスティナブル ラベル｣のある商品を実際に手

に取り生徒達は児童労働や食品ロス、気候変動といった様々な問題から消費者市

民として私たちができることは何かを考える貴重な機会になりました。 

生徒からは「自分たちの幸福だけではなく社会全体のことを考えて、よりよい

社会にできるよう一人一人が取り組んでいく必要があると感じた。」「トラブルに

なりそうなときや、なってしまったときは、すぐに周りの人や消費生活センター

に相談することが大切だと思った。」といった感想が聞かれました。 

 

１年生 地域探究発表会（総合的な探究の時間） 
 

３月１７日（水）に、１年生が小値賀の課題について研究したことを発表しました。観光班は、島民が

海外からの観光客に話しかけることを想定した英会話文例集「英語Ｑ＆Ａ集」を作成し、その過程をまと

めました。防災班は、幅広い年齢層に対応した「小値賀ハザードマップ」を作るための準備として、学校

付近で危険箇所を見つけるフィールドワークを実施し、その結果と考察をまとめました。いずれも、多く

の島民の方にご協力いただきました。ありがとうございました。 

 

進路体験発表会 
３月１６日（火）に今春卒業した生徒が在校生に自身の高校生活や受験について語る「進路体験発表会」

を実施しました。 

進路実現に至るまでに努力したことや失敗したこと、「進路は妥協して決めないで」「まだ時間があると

思わず、検定試験や生徒会活動、部活動などを１、２年のうちに頑張るべきだ」といった後輩たちへ伝え

たいことを懸命に語る卒業生を、１、２年生は真剣な眼差しで見つめていました。 

２年生の西茉璃子さんは「先輩方のアドバイスを参考にして、自分の進路実現に向けて努力したい」と

決意を述べていました。 


